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が報告されている。膵癌の臨床経過と kindlin-2 の関係性を示すために、本研究では 1 つ目のテーマとして、
膵癌患者の予後と膵癌細胞および膵星細胞における kindlin-2の発現との関係性を検討した。その結果、膵癌
腺管周囲の間質の細胞に kindlin-2 が発現している症例では術後再発までの期間が有意に短く (log-rank 
test：P=0.025)、全生存期間も短縮傾向であった (log-rank test：P=0.052)。次のテーマとして膵癌細胞、膵
星細胞それぞれにおいて kindlin-2 は膵癌進展に寄与すると仮定し、膵癌細胞および膵星細胞の kindlin-2 ノ




















Sirius red 染色、α-SMA 免疫組織化学染色を施行した結果、膵癌細胞とコントロール膵星細胞の共皮下移植
では膵癌細胞単独皮下移植と比較し、腫瘍内の膠原線維および α-SMA陽性細胞の増加を認めたが、kindlin-2
ノックダウン膵星細胞との共皮下移植ではこれらの変化は軽微であった。 
 以上から、膵星細胞における kindlin-2は膵星細胞の細胞増殖、細胞遊走、炎症性サイトカイン産生を亢進
する結果、膵癌の線維化を促進するとともに、膵癌細胞-膵星細胞間の相互作用に影響し、膵癌細胞の細胞増
殖、細胞遊走、腫瘍増殖を亢進および上皮間葉移行を促すことで膵癌の進展を促進することが推測された。膵
星細胞における kindlin-2の発現が、膵癌術後予後予測につながりうること、また膵星細胞を膵癌の治療標的
にする際に kindlin-2は新たな治療標的のとなりうることが本研究により示唆された。 
